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“○○らしさ”とは何か 

誰もが「自分らしく」生きる権利を持っています。しかし、私たちは日常の中で「男の

子らしく」「女の子らしく」など「○○らしく」といった言葉を何気なく口にすることがあ

ります。その言葉は時に励ましにもなりますが、同時に「こうでなければならない」とい

う見えない枠を作り、子どもたちの自由を制限してしまうこともあります。 

今年、豊山町で行われた小中学生対象の模擬議会で、中学生議員の一人が投げかけた問

いがとても印象的でした。 

「見た目だけではなく、どのような行動や発言が“中学生らしい”のでしょうか？」 

一見すると素朴な問いですが、答えるのは決して容易ではありません。「もし自分が問

われたら、どう答えるだろう」と胸を突かれる思いがしました。 

中学校を舞台にした七つの短編小説『きみの話を聞かせてくれよ』（著書：村上雅郁）で

は、まさにその問いに寄り添うように、教室や部活動、友人関係といった日常を背景に中

学生の心の揺れを丁寧に描いています。その中には、お菓子作りが好きな男子が「男なの

にケーキを作るなんて」とからかわれる場面があります。周囲は「男らしさ」で判断しま

すが、本人はただ好きなことを楽しんでいる。その姿には、人から押し付けられる“らし

さ”と、自分で見つける“らしさ”の違いが繊細に浮かび上がっています。 

この作品に登場する生徒たちは、大人の目から見れば未熟に映るかもしれません。しか

し、その未熟さこそが、まさに「中学生らしさ」なのではないかと気づかされます。彼ら

は迷い、葛藤し、時に失敗もする。それでも友達と向き合おうとし、言葉を探し、自分の

気持ちをどうにかして伝えようとする。その姿には、成長の真っ只中にいる人間の生々し

さと輝きが入り混じっています。 

“○○らしさ”の定義は人によって大きく異なり、誰かが一方的に決められるものでは

ありません。むしろ、それぞれが日々の経験を通して形づくっていくものだと思います。

この作品を読み終えて「中学生らしさとは」と答えるなら、自分や家

族、友達を大事にしながら、少しずつできることを増やしていくこ

と。たとえば、自分なりに学習の方法を工夫してみること、家族と意

見を交わしながら困難を乗り超えること、あるいは友達とぶつかり

ながらも再び関係を築こうとすること。その姿に「成長しているね」

と感じられる瞬間こそ、中学生らしさが表れているように思います。 

誰かが押し付ける「理想の○○像」ではなく、一人ひとりが迷いな

がら歩んでいく過程そのものを尊重する視点が必要だと感じます。

“○○らしさ”とは、完成された答えではなく、答えを探して揺れ動

く姿に宿っているのではないでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1 号 
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今月の新刊（児童書） 
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